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1 まえがき

　近年、学校や企業内において、パソコンをローカルな
ネットワークに接続して使用することが必要不可欠になっ
ている。

　企業で使用するソフトウェアに関してはソフトウェア
ライセンスが必要なことが多い。例えば、報告書や見積書
などでマイクソフト社のワードやエクセルは共通書式と
して使われていることが多い。

　また、システムの管理者のライセンス管理に対する
ニーズが高まっている中、流通している管理ソフトはクラ
イアントにもソフトの導入が必要となってしまっている。

2 目的

　本研究では、ウィンドウズマシンに限定して、サーバ
側にソフトを導入する各クライアントのソフトウェア情
報を抜き出し、ライセンスを管理する方法について検討
し、運用することとする。また、サンプルとして同一ネッ
トワーク内に接続されたマシンのインストール済みのソ
フトのプロダクト IDと現在起動中のアプリケーションを
取得するプログラムを作成し、これらの取得した情報を
確認できるようにした。

3 システム構成

システムの構成イメージを以下に示す。
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システム情報の取得にはWMIを使用して各クライアン
トの情報を取得する。

本研究のプログラム作成には VisualBasic6.0を使用し
た。監視対象としては坪川研究室の PCを利用した。取得
したデータはMicrosoft社の Accessデータベースに保存
される。

4 WMIについて
WMIとはWindows Management Instrumentationの
略称でWindows2000から実装された機能である。
これを使用することによりソフトウェア情報やハード
ウェア情報が取得できる。また、ローカルのPCにも使用で
きるがリモートコンピュータにも使用できる。今回使用した
機能は StdRegProv(レジストリ取得)とWin32Process(起
動プロセス取得)を使用した。

5 結果
出力イメージの一例を以下に示す。保存されたデータ
ベースをクエリを使って表示させた。

図 2: レジストリ取得結果出力

6 まとめ
今回は既にクライアントにインストールされているソ
フトの情報を抜き出すプログラムと現在起動しているア
プリケーションを取得するプログラムを作成することが
できた。
作成したプログラムにより各クライアントにソフトを
管理プログラムを導入しなくてもサーバからクライアン
ト情報を取得することができるとわかった。
これからの改善点としてはユーザインタフェースを改
善していきたい事と、ワークグループを使用した場合に
は各クライアントに管理者権限を必要とするので、パス
ワード管理の機能を追加したい。なお、ドメインを使用し
た場合はドメイン管理者の IDがあれば管理可能である。
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